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書評
杉原四郎著『思想家の書誌～研究ノート』
細 J 1 元 雄
I 
1990年3月に古稀を迎えられた著者が記念として出版された著書は，本書のほか著者の
研究成果であるn百欧経済思想史研究」（同文舘）と本誌（第40巻第4号）書評欄で本学
戒田郁夫教授によってとりあげられた『日本の経済思想家たち』， 4冊目となるエッセイ
集「読書流紋』（未来社），私家版の『句文集さみどり』， さらに編著「日本経済雑誌の源
流」（有斐閣）と計6点がある。周知のように著者は， J.s. ミル， K.マルクス，河上肇
のわが国を代表する指導的研究者である。ここで著者の厖大で広汎な業績を一望すること
が許されるならば，大きく三つの形式的区分ができるであろう。第1は著者の本格的な研
究成果であり，第2はその研究過程から産み出された資料的研究や文献考証など書誌的成
果であり，第3に著者の紀行文，しのび草，’自伝的・回顧的なものなどである。本書は第
2のジャンルに属し，著者自から『マルクス・エンゲルス文献抄』 (1972年），「近代日本
経済思想文献抄」 (1987年），『日本の経済雑誌」 (1987年）に続く，「私の書誌論をあつめて
つくられたものである。」（「刊行にあたって」）と述べ，著者の書誌への関心をつぎのよう
に述べている。「思想史の研究にとっては，思想家の著作が基礎的な資料となるから，著
作目録が何よりも重要な書誌であることはいうまでもない。だが諸著作の底を流れている
著者の思想をさぐり出すためには，またその思想家が時代の思潮の中でどんな影響を生み
出したかを理解するためには，著作目録の他にその著者に関連する種々な書誌を通じて，
多くの情報を蒐集・分析する必要があろう。」そして「何人かの思想家の書誌を自分でつ
くってみて，書誌のもっている種々の問題点がわかってくると，単に研究のために書誌を
活用するだけでなく，書誌そのものの研究をするようになった。」と， その最新の成果が
本書である。まず本書の構成は，一つは著者自からつくられた書誌であり，他は書誌的
研究である。前者が本書の大半を占める「第1章経済学者の追悼文集」と「第2章思想家
の研究雑誌」であり，後者が本書後半（約4分の1)の「第3章内容見本」と「第4章著
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作目録」と「第5章書評と紹介」とである。いうまでもなく，書誌および書誌的研究は著
者の研究を前提とし，その成果の反映を避けることはできない。しかも著者が第4章にお
いて，自分の著作目録を対象として論じられている。研究者と専門図書館員との協同を提
唱される著者ならではの成果であり，本書が研究者に与える基礎的作業の重要性と図書館
員に与える仕事への剌戟とをもつ貴重なものとなっている。本稿は一ドキュメンタリスト
（専門図書館員，サブジェクト・ビブリオグラファーを含めて用いている）としての立場
から本書を紹介し，「この種の書誌研究が今後気鋭のドキュメンタリストやライブラリア
ンによって一層活発に進められてゆく契機になる」ようにという著者の意図を伝えたいと
思う。
I 
追悼文集とは，「ある人物の没後に， その遺族や友人や門下生など彼を直接知っている
人々によって，故人を追悼する記念文集」 (3ページ）である。そこにその人物の写真，
年譜，なかには著作目録および遣稿， 日記など，そして故人の業績をのべたもの，個人的
な思い出を語ったものなどが収録されている。この追悼文集の刊行は，その人物の逝去後
間もなくか，一周忌，三周忌とか，没後何年，生誕何年とかに主として私家版（遺族か友
人か門下生かによる）で出されている。それ故に一般に入手が困難であり，刊行されたこ
との情報もえられ難いものである。著者は早い段階 (1957-58年ミル研究のための留学
中）にこのような追悼文集の資料的価値を認識し，その収集を近代日本経済思想上の人物
についてはじめられた。 1980年を最初として1990年10月（本書刊行後，本誌に補遺，第40
巻第3号；終回，同巻第4号がある）に至るまで，この情報を一般に知らせるべく発表さ
れたのが本書の半分以上 (147ページ）を占める第1章である。 これらは著者が「資料紹
介」として「甲南経済学論集」に 6回， 本誌に2回と計8回に分載され， 本章において
は，発表順にもとのまま収録され，「あとがき」が加えられている。
経済学者の追悼文集は，本書に90名の人物と91冊が解題のうえ紹介されている。（ここ
で念のため， 91冊中30冊が市販ないし頒価があり，残る61冊が非売品である。京都大学経
済学部の図書室では前者が14冊，後者が15冊計29冊を所蔵するのみである。なお，著者の
収集本は本学の商経資料室に寄贈されている。）その範囲を著者は， (1)雑誌特輯を除き，
単行書に限る， (2)戦後 (1948年以降）刊行のもの， (3踊済学者を広く解するが，商学，経
営・会計学関係の学者は除く， (4)学術論文のみのいわゆる追悼記念論文集を除くという方
針 (4~5ページ）をとっている。配列順は5回目の刊行日順のほか，被追悼者の50音順
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となっている。第1章の構成が既述のように著者の雑誌発表順となっているため，とりあ
げられた人物は「第1章人名索引」 (265~266ページ）の中で一覧することができるのみ
である。（なお，この索引は90名のほか，補遺と終回でとりあげられた8名， 注記で書か
れた15名，いずれにも属さない2名，計116名が区分なく載っていることは不便である。）
除外された雑誌特輯については， 1982年に「雑誌特輯号に見る経済学者の追悼文集」
（初出『甲南経済学論集』，のち「日本の経済雑誌」収録）が発表され，また戦前刊行のも
のおよび商学．経営・会計関係の学者は除外されたとは言え各回の注記にその存在が指摘
されており，著者の目配りの広さにあらためて感心させられる。
記述内容は，被追悼者名を柱として，書誌事項（書名，編集•発行所（者）， 刊行年月
日，市販か非売品か．判型，ページ数，写真の有無など）と解説である。解説は最初刊行
の由来（巻頭のはしがきか，巻末のあとがきの引用）と寄稿者全員の標題と氏名という書
誌としての禁欲的記述にとどまっていた。それ故にか寄稿者の多い場合は本書3ページを
越える（小泉信三，松井清の場合）こととなっている。このように初期は忠実な紹介であ
り，著者の・「コメントは最少限にとどめ」られていたが，著者が終回の「むすび」におい
て，「稿を重ねるにつれて， 内容の紹介は重点的となり，私のコメントの量がふえていっ
た。」（本誌第40巻第4号133ページ）と述べ，その理由について．「紹介する文集の数がふ
えるにつれて，文集の相互関連性が私に重要視されるようになり，追悼文集の資料的意義
を解明するには，この点のコメントが不可欠と思われるにいたったからである。」と，著
者の追悼文集の資料的価値への認識が深まり，同時に近代日本経済思想の著者の研究が一
層深化し，拡大していく過程で，この「コメント」が滲み出るようになってきた。そして
こうしたことが書誌の領域を越えて本書のサブタイトルが示す「研究ノート」となり，本
章を一つの解題目録としてまとめられないものとなったと理解させられる。
追悼文集のもつ特徴について著者の見解は本章前半の(::)のむすび (52~53ペ-ジ)にあ
り，思想史研究上の資料的価値については本書書き下しの本章「あとがき」に次の3点が
指摘されている。 (1)その人物の学問的業績を支えている経済思想，より広い人間観，社会
観を知る有益な資料であるということ。 (2沿：事半ばで世を去った人物については，彼の希
望や計画を友人知己の語る証言によってその業績を知り，また功なり名をとげた人物につ
いては，彼の多彩な生涯に関する豊富な情報が得られるということ。 (3)10flt以上の文集
があつまると関連ある人物を合せ読むことによって近代日本経済思想史の一側面（例え
ば，日本資本主義論争にかかわった人々， 日本の経済学を支えた学流，人脈）にふれるこ
とができること (145~147ページ）と．いずれも思想史研究に欠くことのできない基礎的
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作業の視角が提供されている。
また著者の解説には既述のように滲み出る研究成果の反映ばかりでなく，著者自身の恩
師，友人への追悼（著者が文集に寄稿した人は9名である。），自伝的なものが反映されて
いる。そして繰り返すまでもなく，この「コメント」には著者ならではの博覧強記をうか
がうとともに書誌家としての情報伝達への熱情を感じとったことを述べておきたい。な
ぉ，著者の研究成果に利用されている「平生釣三郎追憶記」 (1950年），研究領域に深い関
係のある「堀経夫先生追慕」 (1985年）なども対象になるのではないか， と同時に私たち
の協力のとどかなかったことかとも反省させられる。
Il 
第2章思想家の研究雑誌は， 「特定の思想~拉づ主題とする研究雑誌目録」 として社会思
想史学会の年報「社会思想史研究」に3回連載されたものを発表順に収められたものであ
る。とりあげられた思想家は日本人48名，外国人41名， 計89名で， その研究雑誌は124誌
である。思想家の研究雑誌の位置づけを著者は， 「思想家がある社会でどのくらい重みの
ある存在であったか，彼の人物と業績に対する一般の関心がどのくらい強いものかどうか
をおしはかる手がかりになるものがいくつかある」と，そしてその一つは全集，著作集の
刊行有無であり，二番目は文庫または記念館の存在であり，三番目は「彼の業績に関する
研究成果や種々の資料・情報を掲載する雑誌が発行されているかどうか」である。この第
3の点が本章の主題である（本章あとがき， 190ページ）。思想家の範囲は，著者の関心ば
かりでなく，初出の社会思想史学会の機関誌ということもあってか相当に幅広くとりあげ
られている。記述内容は日本人と外国人に分け， 人物名を柱として雑誌名， 編集•発行
所，創刊号発行年月・判型・ページ数，刊期，最新号数と発行年月，各項の変遷を加え，
寄稿者と注目される論文・資料を中心に短文の解説がつけられている。この章も第1章と
同様に著者の書誌であり，いずれも思想史研究に欠かせない基礎的資料の一つであり，し
かも存在することの情報が把握し難いものである。またこの章は本書で終ることなく，
「いずれ他日まとめて紹介する」予定の人物名も記されている。そして著者の書誌的研究
の領域からみると本章は雑誌研究に属し，思想家と雑誌を結ぶ著者の研究「思想史研究と
雑誌」（一橋大学社会科学古典資料センター StudySeries No. 7, のち「経済学と経済
学者」所収）は見逃せない。
第3章内容見本は，その書誌的意義を論ずるものと著者が書かれた内容見本の文章とで
構成されている。内容見本とは全集や叢書の刊行の際に宣伝としてつくられ，今日流で言
206 
杉原四郎著「思想家の書誌～研究ノート」（細川） 1239 
うと出版社から送られてくる一種のダイレクト・メールであり，そこに全集などに関連し
た専門家の推薦文が載っている。通常， 図書館においてはやがて捨て去られるものであ
る。著者は第1に戦前刊行の三人の個人全集（田口卯吉，大西猪之介，堀江帰ー）を例に
とり，そこに「全集刊行の主旨，著者略歴，内容紹介，予約手続説明の他に，著者または
この全集に対する諸家の文章がおさめられている。」 (195ページ）ときにはその人と業績
を語る人物論があり，その資料的価値が大きい。第2に内容見本の予告と実際の刊行の違
ぃ，あるいは未刊に終ったという事実に「刊行当時の雰囲気や意図を窺う」かけがえのな
い意義をもっていると強調される。第3に最近の既出の全集および雑誌の復刻の場合にそ
の内容見本には過去の刊行史や雑誌の総目次が載っていることを指摘されている。そして
河上肇の例をとりあげ，一つは河上自身が書いた内容見本（解説は主として第2の意義か
ら），他は戦後刊行された河上の著作集，全集および個人雑誌「社会問題研究」復刻版の
内容見本を解説している。ここでも早い時期から内容見本の意義を強調していた文学者や
書誌学者の研究にもふれ，著者の目配りの広さに教えられる。しかも評者は既述のように
この内容見本は捨て去られるものだと書いてしまったが，著者はこれを図書館においても
保存の気運が高まることを「切に期待される」とむすばれている。
第4章著作目録は節をあらためて紹介することとし，最終章の「書評と紹介」をとりあ
げると，ここには純然たる書評は2点であり，他は初出の発表形態が解題であり，内容見
本であり；論説である。 1.「本邦アダム・スミス文献」（アダム・スミスの会編）は， 同
書増訂版 (1979年）の「昭和30年」の項に解題として書かれたものであり，著者のわが国
スミス研究史という学界展望に近いが，内容から特定主題の研究文献目録を論じる視角は
見逃がせないものである。 2.明治時代のミル翻訳文献拾遺と5.「河上肇博士文献志」の一
補遺は既出の文献目録の補充を意図されたものである。前者にわが国の翻訳文献発掘の領
域を教えられ，後者に出版事情，版次の重要性を認識させる意味は大きい。 6, 7の文庫
目録の書評は短文ながら著者のきびしい目が輝いている。なお， 3.J. s. ミル引用参考文
献集成，および4.J. s. ミルー一批判的評価はともに内容見本として書かれ，本書のもっ
ている主題範囲（日本経済思想）からも，書誌を論じることからもはずれているように思
われる。
IV 
第4章著作目録は，著者が「私の著作活動にふさわしい目録はどのようなものかを考え
て見た。」という問題意識のもとに書き下されたものである。 ところが「いまのところま
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だ模索の段階で．ここで全体的な「杉原四郎著作目録」を発表することはできない」とむ
すばれている (221ペー ジ）。
まず一般的に考える場合，すなわちある人物の著作目録を作成する場合の問題点は， (1)
著作をどの範囲にするか， (2)諸著作をどのように配列・編成するか， (3)目録に注釈⑭早題）
をつけるか，つける場合どの程度にするかである。著者は河上肇全集の編集や既出の著作
目録を渉猟し，短文ながら明解に述べられている。 (1)については評者の経験から言えば，
本人の「校閲を経ていない講演・インタピューの記録や講義のプリント」，「無署名または
筆名の文章で彼自身が書いたと推定されるもの」などが著作かどうか．さらに「編集委員
や監修者に名をつらねている刊行物を著作とみなすかどうか」 (219ペー ジ）， と問題提起
されると第三者の著作目録作成に携わるドキュメンタリストとしては答えはない。 (2)につ
いては「著者の執筆活動の推移を端的に表示するという意味で，発表順目録は基本的なも
のである。」が著作の数が多く， 単行本，論文．ェッセイ風小品と多様な場合， そこに分
類別が問題となり，さらにその分類項目の立て方という技術的問題が生じると (219~220
ページ）。この点に著者は自から編集し， 還暦記念に私家版として出された「杉原四郎著
作目録 (1939年ー1980年）』（以下「私家版」と略記）と著者の甲南大学退職記念に編まれ
た田中秀夫編「杉原四郎教授著作目録」er甲南経済学論集第25巻第4号， 1985年5月。以
下「田中目録」と賂記）とがあり， 本章2で検討されている (221~222ページ）。研究者
の既出の著作目録の編成項目は，そのほとんどがa著書， b論文， C書評， d 辞典• eそ
の他と分類し，その中を発表年代順に配列されている。 aには単独著書，共著，編著など
の区分• eには小論説・短文，エッセイなどの区分がなされ，その研究者の特徴を反映す
るよう工夫されている。田中目録はこのように一般的な編成でおこなわれているが．私家
版では a について出版社別• bについて雑誌・新聞別という区分が用いられるという特徴
をもっている。まず著作目録の検索の便利さに限れば，今日パソコンの利用による解決が
ある。また著作目録に語らせる（を読む）点ではその編成方法（公表形式）は最少限の発
表形式分類（区分）による発表年代順がよいと考えられる。そして(3)について指摘される
ように著書の各版異同．著作への書評や反論を加え，さらに「著者の年譜や文化史・出版
史的年表を対照させた注釈を加え，著作目録を立体化する」 (220ページ）ことが述べられ
ている。ここまでくると目録の読者・利用者は十分に満足することができる。
本章3に著者の1985-90年 (5月）の著作が「今後の課題にのこされる本格的な著作目
録のための準備として」 (223ページ）発表年代順にリストアップされている。これは田中
目録に連続させるためである。両者を合せると（単純合計）， 著書の部（単独著書および
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共著31点，編著共編など33点） 64点，辞典執筆と対談，シンボジウムなどを除く，論文，
書評などは約560点がある。著者が(2)において主として問題点とされている分類項目の立
て方と「何をどの項目へ分類するかという」編集者側の課題に応じる答えは第三者（評
者）として基本的に田中目録の編成方法をとり，項目の改善（例えば著書と論文などを関
連させるために「著書・共著」とし，「その他」を立てエッセイ， 紀行文，しのび草，自
伝的なもの，ィンタビューを厳選するなど）』にとどまると考えられる。望ましい「杉原四
郎先生著作目録」は著者がつねづね提唱されているドキュメンタリストの協同作業によっ
て著者に適う「立体化」が望まれる。
（日外アソシエーツ， 199~5 月刊， A5 判， 3,800円）
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